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プレスリリース：慶應義塾大学 加藤文俊研究室（2010 年 5 月 10 日） 

<Press	  Release>	  

■⾼高崎フィールドワークの実施について	  
慶應義塾大学・加藤文俊研究室では、人びとの集う「場所（グッド・プレイス）」をテーマに調査・研
究をすすめています。創造性に富み、活気のある「場所」を成り立たせる要件を、コミュニケーショ
ンの観点から考察しています。「場所」は、たんなる物理的な環境ではなく、人と人とのコミュニケー
ションが前提となって生まれます。さらに、人びとが自らの居場所をどう理解するかは、個人的な問
題であると同時に、社会的な関係の理解や自分をとりまく環境とのやりとりによって考えていくべき
ものだと言えるでしょう。 
 
私たちは、まずは、まちを歩いて、人びとの生活をつぶさに観察すること、わずかな時間でも人と話
をすることを重視しています。見ること・聴くことで、人びとの佇まいやことばから、「場所」の理解
を試みるのです。「よそ者」ならではの、ものの見方/考え方を活かして、感じたことを形にします。 
 

これまで、桜木町/野毛町（横
浜市中区）、柴又（東京都）、
金沢市（石川県）、坂出市（香
川県）、湘南・江ノ電沿線（神
奈川県）、函館市（北海道）、
宇宿（鹿児島県）、佐原（千
葉県）、豊橋（愛知県）、小諸
（長野県）、家島（兵庫県）、
釜石（岩手県）などで調査を
実施し、ポスター、ポストカ
ード、まち歩き用の音声ガイ
ド、ビデオクリップ、かわら
版、電車の中吊り広告などを
制作しました。成果物をでき
るかぎり具体的なかたちで
公開・流通させ、さらにあた
らしい関係性を育むための
きっかけづくりに役立てて
います。 
 

 
今回は、高崎（群馬県）でのフィールドワークです。ご縁があって、いろいろとお話を聞かせていた
だいているうちに、高崎には、とてもユニークな人がたくさんいることを知りました。日本じゅうか
ら、世界じゅうから、そのユニークさに惹かれて、人びとが高崎にやってくる。つまり、どうやら高
崎には、不思議な〈磁力〉ともいうべき力がある…。それをテーマに、インタビュー取材やフィール
ドワークをつうじて素材を集めます。そして、滞在中に成果を整理し、小冊子としてまとめる予定で
す。詳細は → http://vanotica.net/takap1/ （随時更新） 
 
⾼高崎フィールドワーク	   概要	  
■⽇日時  2010 年５月 15 日（土）～16 日（日）  

■場所  高崎市（群馬県） 
 本部（作業スペース）アサヒ商会アークプラザ 1F（群馬県高崎市連雀町 46） 
■おもな活動内容	  ※調査内容およびスケジュール等は変更される場合があります。 

 地域活性やフィールドワークに関する講義 
 高崎市におけるフィールドワークおよびインタビュー調査 
 成果のまとめ・報告会・講評会（意見交換） 

⑧函館（2007年11月）

⑪豊橋（2008年11月）

⑩佐原（2008年9月）
①②柴又（2004年11月/2005年4月）

⑤⑦坂出（2006年12月/2007年8月）
⑨宇宿（2008年5月）

③④金沢（2005年12月/2006年5月）

⑥湘南（2007年4～7月）

⑫小諸（2009年8月）

⑬家島（2009年9月）

⑭釜石（2009年12月）
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■スケジュール（仮） 
１日目：５月 15 日（土） 

9:30～  オリエンテーション；講義（津久井敦士氏） 
10:00 ごろ～ フィールドワーク・インタビュー（グループごとに行動） 
16:00～  アイデア出し/原稿執筆 
20:00～  １分プレゼンテーション：ブラッシュアップ 
21:00～  タイトル/表紙決め 

２日目：５月 16 日（日） 
9:30～  ページ作成・出力（グループごとに行動） 
11:00～  製本 
13:00～15:00 意見交換会・交流会 
16:00 ごろ 解散 

 
■成果の公開 
今回のフィールドワークの成果は、小冊子としてまとめる予定です。各自（グループ）が滞在中に完
成させ、講評会ののち、インタビュー協力者に届けてから帰路につく計画です。 
 
■参加者 

20 名（教員１名＋学生 1９名）* 予定 
教員 加藤文俊 環境情報学部 教授 
学生 研究プロジェクト（研究会）メンバー 19 名（学部生 17 名・大学院生２名） 
 
その他（アドバイザー） 津久井敦士、尾内志帆、澤田忍、木村健世、香川文、荻原貴男ほ
か（調整中） 
 

■インタビュー取材先 
1 サイクルテック IKD：自転車屋（http://www.ikd21.co.jp/ikd/） 
2 メルスマーケット：服飾（URL なし） 
3 マニアッカーズデザイン：デザイナー（http://mksd.jp/） 
4 フロップデザイン：デザイナー（http://www.flopdesign.com/） 
5 絲山秋子：小説家（http://www.akiko-itoyama.com/） 
6 トンビコーヒー：コーヒーショップ（http://www.tonbi-coffee.com/） 
7 アクィロ：ランドスケープアーキテクト（http://www.aquilo.jp/） 
8 キュリオブックス：アンティーク本屋（http://www.lab-curio.com/） 
9 その他（調整中） 

 
■連絡先など 
（調査に関する質問等） 
  加藤文俊（かとうふみとし） 慶應義塾大学 環境情報学部 教授 
   メール fk@sfc.keio.ac.jp   URL http://fklab.net/ 
   TEL. 0466-49-3619（研究室直通）  FAX.  0466-47-5041 
   住所 〒252-0882 神奈川県藤沢市遠藤 5322 デザイン棟Ｂ（ドコモハウス） 

慶應義塾大学 加藤文俊研究室  ※メールをいただくのが一番確実です。 
 
【参考】	  

釜⽯石市での調査（2009 年 12⽉月）	  
 調査の概要・経過など  http://vanotica.net/kamap1/ 

 岩手日報 2009/12/15 釜石の魅力をポスターで 資源調査の成果を展示 慶応大と県
立大 

 岩手日報 2009/12/13 釜石の街の魅力 若者の目で 慶応大、県立大が調査 


